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 [Overview and purpose of the course]
本講義は，立憲主義の基礎理論及び日本国憲法の基本的原理について理解することを目的とする。
具体的には，法哲学及び政治学などの理論にも言及しながら，国家，主権，憲法，法の支配，権力
分立，個人の尊重・人間の尊厳及び基本的人権などの基本概念について考察し，日本国憲法の条文
解釈及び憲法判例を学ぶ基礎を培う。

 [Course objectives]
①社会契約論及び功利主義などの理論に基づいて，なぜ人は国家を形成し，統治機構を構築し，憲
法を定めるかについて説明できるようになる。
②国民主権・民主主義，法の支配，権力分立など，統治機構の基本原理について理解し，その問題
点について説明できるようになる。
③個人の尊重・人間の尊厳について理解し，基本的人権，自由及び平等について考察できるように
なる。
④公共の福祉に基づく基本的人権の制約の合憲性を審査する基本的枠組みを理解し，具体的事例に
おいて活用できるようになる。

 [Course schedule and contents)]
第１回～第14回
　１　国家の目的
　２　国家権力
　３　民主主義(1)
　４　民主主義(2)
　５　個人の尊重・人間の尊厳と基本的人権
　６　立憲主義
　７　国民主権と憲法の制定・改正
　８　法の支配と権力分立
　９　自由(1)
　10　自由(2)
　11　平等(1)
　12　平等(2)
　13　基本的人権の制約
　14　基本的人権の制約
第15回　定期試験
第16回　フィードバック
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日本国憲法(2)

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
成績評価は定期試験の結果による。
定期試験は論述式問題を出題する。

 [Textbooks]
曽我部真裕・見平典（編） 『古典で読む憲法』（有斐閣）ISBN:978-4-641-13185-9
上記教科書を補充するために，授業資料をKULASIS上で，適宜，配布する。
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
予習は，教科書の該当箇所を読み，適宜，出される予習課題を考えるようにすること。
復習は，講義を踏まえて，教科書や資料を読んで知識を整理すること。

 [Other information (office hours, etc.)]
質問等は講義終了後，またはメールにて日程調整の上研究室で受け付ける。

 [Essential courses]


